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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・医療福祉学会の抄録提出について
　9月15日（火）が提出締め切り日となっているため、期限厳守で提出すること。
・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・納涼会について
　9月14日・16日・17日・18日で実施。4日間に分散して実施する予定。
青陽館は16日、遅番や16日の不参加者は18日。

　詳細は掲示板で確認すること。
・8月分の日誌と電子カルテの出欠等の確認を医事の請求に間に合うように行うこと。

　

＜書類等の作成及び点検について＞
・10月分の医師評価が必要な疾患別診療計画書は9/25（金）までに鳥谷部に提出の事。

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜祝日プログラムについて＞
　デイケア：豚汁・ジャーマンポテト
　デイナイトケア：和菓子（どら焼き、まんじゅう）

＜利用者様情報＞

デイケア
・寺沢　彩様　～特定相談員の森氏より電話連絡で情報提供があり。昨日のデイケア帰所
後に青明舎に立ち寄り面談を行ったとの事。寺沢様本人より特定利用者
様（田向怜美様）と現在利用日が一緒であるが、田向様が声高に話す事
について不愉快に感じ、精神的に辛いと訴えが聞かれたとの事。また、
今後もこれが続くようであれば精神的に不調をきたす可能性もあるとの
事で、田向様の来所日ではない、火曜日・木曜日にデイケア利用日を変
更したいと訴えがあったとの事。デイケアでは利用日を変更する事につ
いて対応可能である事を伝えると、就労先と連絡を取り合い、再度連絡
を頂く事としている。その後、寺沢様本人より電話連絡があり、就労の
曜日変更が出来たとの事で本日より、火曜日・木曜日で週二回デイケア
利用に変更となる。来所後はイヤホンをして過ごしており、「今日は静か
で良い」とスタッフに話し掛けがある。昼食はお弁当を持参しており全
量摂取している。一日を通じて表情の険しさや苛立ち感は観察されてい
ない。
・冨田　紀子様～グループ世話人より情報提供あり。朝の訪問時にT37.0 ℃と微熱があったとの事。残暑が続いており本人様よりやや体調不良の訴えが聞かれているが、デイケアには休まずに通所したいと聞かれているとの事。デイケア来所後の体温や体調等の観察依頼を受けている。来所後スタッフに「少しフラフラする」と報告が聞かれているが、体温はT36.1℃と解熱している。無理せず過ごす様に伝えると、笑顔で了解している。各種プログラムには通常通りに参加しており、昼食後には「すっかり良くなりました」とスタッフに報告が聞かれる。上記の情報をグループホーム世話人に情報提供している。
・高山　英佐様～外来看護師より情報提供あり。本日の受診にて、就労開始に向けた相談
をしている。主治医より、週5日の勤務となる事を踏まえ、就労開始に
伴いデイケアの利用を一旦終了しても良いのではないかと提案あり。現
在、青明舎も利用中であるため、今後の支援方法について本人、関係各
部署へ確認を行っていく。
デイナイトケア
・繁名　和恵様　～青風荘より情報提供あり。幻聴の訴えあり、来所前に頓服薬のリスペリドン1P服用したとのこと。来所後も表情冴えず「吐き気がする。」と横になって休んでおり、ミーティングには参加するも、終了後は再び横になって過ごしている。

・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報提供あり。朝のミーティング後に眩暈の訴えあり、血圧測定実施、BP159/77mmHg、P51回/分、再検にてBP151/60mmHg、P49回/分。また、昨日で排便-4日目、シンラック液15滴服用しているが、今朝まで排便ないとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所するなりめまいの訴えが聞かれており、9：30再検でBP147/74mmHg、P57/分。10時より静養室を利用している。30分後にレクダンスに参加するも、途中で椅子に座って見学している。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日で排便-4日目となっており、シンラッ
ク液15滴服用しているが、今朝まで排便はないとのこと。朝食は味噌
汁の汁のみ摂取、他は残食している。
・馬渡　武光様～　最近、尿失禁が多い為リハビリパンツを使用中。10時30分・11時40分・13時50分・15時50分・17時30分に声掛けして確認したいことを伝えていく。

ショートケア
・特になし
そのことを考えすぎてしまうとの事。
一緒に悪口を言っている利用者様が、その人に悪口を言つていることを話
す可能もあること伝えている。今後は、他利用者と悪口を言うのは控えス
タッフなどに気持ちを相談するように助言している。
スタッフにも話すことが難しいようであれば、特定相談橋本氏に相談してみ
るように伝えている。
今日は就労が休みとの事で、やること終えたらゆつくり休み、考えを整理し
てみるように伝えている。不安な気持ちが強くなった際には頓服薬の服用
も促している。
「話したら少し楽になりました。」と言い終話している。
東海林紀子構9月5日r

本人より「仕事のことで悩んでいる」と電話あり。「チョコクッキーを辞めた
い」と話す。原因を聞くと
①他利用者(田名部一樹様)との関係性について
田名部様が中村与一郎様の悪口を話してきて、自分も中村様のことをよく
思っていないところがあるから一緒になつて話す時があり、田名部様は「話
が出来る」と思つてエスカレートしてくるし、そんな田名部様に同調している
自分や、そんな田名部さんのことを他者に悪く言ってしまう自分に疲れた。
②事業所で禁止されているラインのアドレス交換をして連絡取つていた他
利用者がいる。自分が機種変した時に上手く再登録出来なくて、事業所の
中の人目に付きやすい所で再登録しあつたら、それを他者に見られてし
まつた。相手と相談してもうラインし合うのを止めようと言うことになり7月頃
に止めたが、そのアドレスは残していた。今週木曜日に何の気なしにライン
を送ってしまつて、後で自分でも「やらかした」と思い直し、そのラインを削除
した。それが原因か分からないが、次の日その利用者が事業所を休んでし
まい、自分のせいだと思つた。
以上を理由にチョコクッキーを辞めたいとのこと。
本人の話で分かったのは、チョコクッキーの作業内容や環境が嫌で辞めた
いと言うことではなく、作業以外の内容で辞めたいと思っていることだと指
摘。
以前にも話したことがあるが、事業所を継続して利用することは並大抵の
事ではなく、長く利用していることで事業所から評価されている面もあるこ
と、辞めるとは、時間をかけて積み重ねないと貰えない評価を一瞬で手放
すことになり、辞めるのは簡単だが、また新しい事業所に行っても同じよう
に評価されるようになるまでは時間を要することを説明。また、はつきり言え
ば今回のことは事業所は関係なくて、自身の問題ではないか話す。自身が
田名部様に「今は自分の調子が悪くてあなたの話を聞く余裕が無い」と断
ること、ラインの相手には「もしあなたと話しが出来たらいいなと思って、軽
い気持ちでラインしちゃつたけど、もしあなたを悩ませてしまったのなら御免
なさい」と話してみることが大事なのではないか話す。他人の悪口を言って
いる自分が嫌だと言うが、そうやってストレス発散させてバランスを取ること
は誰でもやつていることで、今までであればカラオケや出掛けることでストレ
ス発散できていたが、今は難しく、他者の悪口で盛り上がることは褒められ
ることではないが、止めろとは思わない、しかし「そんな自分が嫌だ」と言う
なら、それは自分しか返らない自身の事であり、他者が変えてくれるもので
はないことを説明し、もし誰かに話したくなつたら、本当に信頼できる人にだ
け話すことを提案する。本人は、自身のモヤモヤした気持ちを早く何とか解
消したくて、事業所を辞めるという選択になつているが、それでは根本的な
解決にならず、もし辞めるとしてもそれは誰かに決めてもらうことではなく
『自分で決めること』が大事だとアドバイスする。今は考えがまとまらない状
態であるため、一生懸命に考えることを一旦休止とする事を提案し終了。
本人から、今日の相談内容は内密にして欲しい、特に特定相談の担当者
には話さないで欲しいと希望。他利用者に話すことは勿論ないし、他スタッ
フが口外することもないことを説明する。
